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このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありがとラございまず。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談<ださい。 



•ま全のために必ずお守りください…’ 

♦使用ずる場所 . 

•さ部のなまえ . 

•使用前の準備 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 

♦使いかた 

点乂のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消乂のしかた . 

でるでるおの使いかた . 

対震自動消火装置 . 

•点検-手入れ . 

♦故障.異常の見分けかたと処置方法- 

♦部品交換のしかた . 

♦保管(長期間使用しなし倡合) . 

♦廃棄ずるとを . 

•仕様 . 

•ア フターサー ビス . 
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安全のために必ずお守りくだをい 


>お使いになる乂や他の人への危害と財唐への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧ずるために、必ずお守りいただく 
ことを説明していまず。 

>ここに示した表をは、誤った使いかたをしたと きに生じる危害や損害の程度を巧の表示で区分し、説明しています。 

/9v ^3■ かみ ~ r"k /V IV ir-M — 广 1 、 この 表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死こ■、重傷を負う危険、 

ZiA / EPxvUAIMUIzn ； または乂災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死こ、重傷を負う可能性、 
または义災の可能性び想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤ったお扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損 
害の発生が想定される内容を示しています。 


A 警告 (WARNING) 


A 注意 (CAUTION) 


I 


0 (§)®® 

この絵表示は、「禁止」 
ごれている内容でず。 

AA 

この絵表示は、「注意」 
していただ < 内容です。 

0 © 

この給表示は、必ずして 
いただ<「指示」内容です。 

•説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただ<ための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 




★ガソリン使用禁止 


A 警告 ( WARNING ) 


★換気お夏 

• 換気せずに使用しつづけないで < ださい。 

酸素び不をすると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中霉になるおそれびあります。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれがあります。 

•使用中は必ず1時間に1〜2回 （ 1〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 

(恶の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないで<ださい。_ 

★スプレーま嚴察1 

スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 

熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使巧しないでください。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、乂災の原因にな0ます。 


★衣類の乾燥厳禁 

な類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、义災の原因になります。 


★巧る とさ消乂 

寝るときやが出するとさは、必ず消乂し、火び消えていることを確認してください。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★給油時消义 

給油は、必ず消乂し、ストープの温度が充分に下がってからおこなってください。 
火災の原因になります。 


★油漏れを険 

•給油□□金は確実に締めてください。 

給油□□金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油ロロ金びはずれて、义災の原因になります。 
■油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。义がの原因になります。_ 

~ ★可燃性ガス使巧厳禁 

ス!ブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生する它の(ガソリン、ベンジン、シンナー） 
や、スプレーを使用しないで<ださい。 

火災や故障の原因になります。 



































こりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとをどを除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにを意してください。 
ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼や义災の原因になります。 


〇 


★ふく射熱に長時 間あた5ない 

ストーブの間近でふく射熱に長時間あたりつづけると、お温やけどや脱水症状になるおそれが 
あります。 

とくに、幼いお子様やお年寄0、体の不自由な方や病気のちなどの暖房には充分にミ主意して 
<ださい。 



★高電圧注意 

点乂装置は、点火時に高電圧び発生します。点乂プラグに不用意にさわらないでください。 
感電のおそれびあ D ます。 

掃除、点検•手入れをするときは、必ず乾畢池を取りはずしてからおこなつてください。 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ストーブの上面)やガードに手など&れないよラ注意して 
<ださし、。 

やけどのおそれがあります。 


★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上がりすぎたり、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因にな D ます。 


★罵常時使用禁止 

におい、ずすの発を、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないで<ださい。 
緊急の場合でをあわてずに、しんを下げてミ肖义してください。 


★燃 焼筒のガラス割れ使巧禁止 

燃焼筒の外商(ガラス)び欠けた D 、 割れて破損したままの状態では、絶巧に使用しないでくだごい。 
異常燃焼を超こしたり、すずび発生するおそれびあります。 


{異常!） 



0 

使用禁止 


★移動•運搬するとをのミ 主意 

♦ストーブを移動ずる攝合は、必ず消火し、ストーブの温度び充分下がってから、油タンクを取り出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、逗池ケースから乾電池を取りはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの灯油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に灯油がこぼれて、周囲を巧すおそれがあります。 


f 


★変質灯油禁 止 

変質巧油(持ち越したなミ由など）、不純む油(幻■油！;(外の油-水.ごみび混入した巧油など）を使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下びら ない、点乂できない、火び消えない)の原因になります。_ 

★燃焼中移動禁止1 . 

火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると义災になるおそれがあります。 M バ^^ゴこ 



§ 
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★居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってくださし、 
火災のおそれびあります。 


A ま意 （CAUTION) 


★やかんのせ禁止 

やかんなどをのせなレで < ださし、。 

振動や接軸によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


警告 （WARNING) 


お使いになる前に 


因圆 

BE 

















安全のために必ずお守りください 


A 注意 （CAUTION) 


女が震自動消乂禁置の作動確!^ 

使用開始時と、使用中は1圍月に！回む上、巧震自動ミ肖乂装置を作動ごせて確実に消火ずることを確かめて 
<ださい。 

確実に消义しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、おず トヨ ス トーブ 純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ス I -ーブの性能を損なラばかりでな<、故障や予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。_ __ 

★分解修理•改造 の禁止 

故障、破損したら使用しないでくだごし、。 

ス I -ーブは絶対に改造して使用しないで<ださし、。 

不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やすす、油煙の発生原因になります。 


★細煤、脱臭フィルター使用禁止 

市販の触媒や脱臭フィルターをストーブに取0巧けたり、燃焼筒の上にのせた0しないで < ださし、。 

異常燃焼や乂災の原因になります。 ■ 

★お子様やお年寄りのご使巧に注意 

お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ス I -ープの取扱い、部屋の換気、高扁部への 
接触によるやけど、お温やけどや脱水症がなどについて周囲の人げ充分に注意してください。 

★保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとき及は巧管するときは、必ずな油を拖いて、輩池ケースから乾里池を取りはずしてください< 
傾けたり、横倒しの状態ではイ呆管しないで<ださい。 

义災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(から焼きクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでくださし 、 C 
义ぶのおそれびあ0ます。 


★廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄処がするとをは、がず油タンク、ミ由受けざら内の灯油を抜き取り、驅池ケースから乾聖池を 
取0はずしてください。 （14 ページ参照） 

巧ミ由や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★次の場所では使用しない 

乂がや予想できない事故や故障の原因になります。 

C 水平でない場所、不 を定な場所 ) r 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 ) 使用禁止 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使用しないで•風のあたる攝所や屋外では使用しないでください。 
ください。 がび出て危険です。 

巧磐自動消火慧置び誤作動することびあります。 掃除機の排気があたらないよラま意してください。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 •部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかった D 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないでください。つまずく場巧で使用すると、転倒して事故や乂災び 
転落したり、火災になるおそれびあります。 起さるおそれびあります。 


f 

分辭禁止 


0 

梗用禁止 

垒 

f 


f 
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( 

暖炉などストーブび囲われる場巧 

) ( 

:不を定な物をのせた棚などの下: 


I 暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしなし、 
で^产‘ホい 

火災の原因になります。 

ほこりや湿気のをい場所） 

>粉類や繊維を取扱ラ場巧や温室-養鶏場など、塵やほこりの 
をい場巧では使用しないでください。 

燃焼用空気（酸素）を取入れる箇所び目づまり状態になり、 
寅常燃焼を起こすおそれびありまず。 

温室•飼育室など人のいない場巧 

•使用環境の変化で、予測しない事故び発生ずるおそれび 
あ D ます。 


• 落下物により火災び起きるおそれびあります。 

C 直射白光のあたる場所、温度の高い場所つ 

• 異常燃焼を起こずおそれびあ0ます。 

■油タンクのな油びあめれ出て火災のおそれびあ0ます。 

C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場巧） 
•爆発や义災の原因になりまず。 
r 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化ぎ窠品を巧ラ場所 J 


•化学薬品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、 
腐食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷め 
る原因となります。 


★可燃物(木壁、合板、ふすまなど）との距離を離す 

•ストーブか日可燃物との距離は、ち図の指定政上の距離を保つよラにしてください: 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 nU ソ上あけてください。 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどびストーブにみれないよラにして<ださい。 

•家具等からは充分な距離をとってください。 

(熱で変あや変色、自然発乂することがあります。） 


Im 切上 


巧 



ImlU 上 


































































































使用前の準備 


ストーブを取り出ず 


I 包装材の巧に指を入れ、巧側に巧り巧ばてある部分(凹部)を引 
き出し、包装材を下へ下げて、燃焼筒を取り出してください。 


I 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになった 
I 5えで、包装箱から包装巧などを取り除を、製品を傷. 
付けないよラに取 0 出してください。 

-お願い- S 

包装巧は可燃物でずか5、必ず取り除いてください。 

ガードのち下すみをかし持ち上げて手前に引き、ガー 
ドを開けて < ださい。 



瞄说囘1 

イ 


(ダンボール) 




:燃焼筒を納めている包装材を巧り除き、燃焼筒を取 D 
出して < ださい。 


燃焼筒をセットする 

1燃焼筒をしん調節器の上に正しくセッ 
I して < ださい。 


n ガードを、をとの化置に閉じて<ださい 


嗓燃料は巧油 ( J 旧1号むミ由)を必ず使用してくだをい。 

® 変質な油、不純り油は、絶紳こ使用しないでくださし、。 



★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揉発せの高い油は、絕巧に使用しないでくださし、。 
か»のミ居入でも、义災の原因になりまず。 



•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あ杞てずに、緊急消乂ボタンを巧して消义してください。 

• 変費灯油(持ち越した丹油など)、不純灯油(巧油];(かの油•水 • 
ごみび混入したな油など）は、絶巧に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

• 巿販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を超こすおそれびあ0ます。 


打油とガソリンの見分けかたのポイント 

指巧に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない巧でおこなって < ださい） 

〇 0 油 r X ガソリン 


® な油の保管のしかた 


0 



•灯油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V y 。恶打 

および直前日光を避けた場所にな管 5^ ^- 

してください。 ( -互 

•巧油の容器は専用のきれいな容器を ~ -x -— 

使用してくだごい。またの■油容器は 品口 茄 E 夕 直射曰化、 

おず JIS 認定品で色つさのの油専用 U 。 | 。じ た り、。 乂気のな 

容器を使巧して < ださい。 く^" 

• 灯油容器内の:0油びがないと湿度変 ^ 

化により結露して水びたまることび I 1 I I 9 |b ^ 

おります。 

• ドラム吿などで、長期間大量に保营しないで< ださい。 

•お子様の手のとどかない所に保管してください。 ^- 

C _ 変質な油とは 

• 古い灯油。（ひと夏持ち越した巧油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した巧油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色の容器で保管した巧油は変質しやすい。 

•変質のひどいちのは黄色日まをおびたり、すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため巧油は翌シーズンに持ち越さないようにしてください。 


_雜れたままです。_ 

良い保管 

直射曰化、雨水び当たらず、 
乂気のない冷暗所へ保管 


すぐに乾いてしまいます。 


悪し、保管 _ 

直が曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管 




0 


/ちい灯細ホ 
\使わないで, 



0 

使用禁止 


5 












乾電池を取り付ける 


•乾電池は別売でず。 

• 市販の単こお乾電池 （ 4個)を購 
入の上、本体後側の電池ケース 
に、©©を正しく合わせて入れ 
て < ださい。 


新しい乾輩池と古い乾谭池、種類の違う乾輩池を混ぜて使巧 
しますと、点乂でをなかった0、点乂しに<くなった0、液 
漏れや破裂する原因にな D ます。 


快適ヴーモのみかた_ 

• 快適サーモは室内のおおよその温度を 
お知らせする機能です。お好みに応じ 
て义力調節で室温調節をおこなつてく 
ださい。 

(9 ぺージ I 巧の現節のしかた]参照） 
• 適温の範囲は約17〜23でです。 


i るでる つまみの位置の確認 


しん調節つまみを引き抜いて、内部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してください。違 
つていましたら①にはめ曾えてください。 

(詳しくは1日ページをお読みください。） 


が^^^想 


でるでるつまみ 


〇 


IMWGk 一 

' 固定ビンび 

しん調節 觀を要に 

，つまみ める*しと / 



-お願い- 

製品の輸送中に生じたか茵(ガラス)の破損、燃焼筒のをお、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べてくださし、。 



( _ 不純な油とは 

•打油むがの油（ガソリン、シンす 一、 天ぷ5油、機械油、重ミ由など)びほんの少しでを 
混入した巧油。 

•水やごみび混入したなミ由。 


/打ななかが' 
ミ由、水，ごみを 
仕入れないで/ 
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括用禁止 


\ 変質幻ミ由•不純打ミ由の見分けた Vi : (コップに水を入れ、次に阿油を入れて背後に白い祇をあてます。） 

保管期間び短<、 

水と同じ無色透明な 

二 -: 

少しでを色びついていた5使用しない。 

♦紫列線で巧油び劣化した時は、巧油び 
変色しにくく見分けかたび難しくなり 

白い紙- 

• 

9 

，巧班 
水 

- ■ - ^ 

イ 

白い紙- 

y お¢9 

ホ]括用禁止 

ます。 

ひと夏持ち越した丹油はお色透明でち 
絶対に使用しないで < ださい。 


お質灯油やす純打油を巧用ずると _ 

•変質灯姐や不純けミ由を徒用しまずと、しんにを置の夕 
ールびたまり、しんの巧端が固くなったり、点火しに 
くくなったり、しんが上下しにくくなったり、おが大 
をくな5なくなったり、激しいにおいびしたりします。 
また、消火時にしんび下びらず义び消えなくな D^o 

•水の混入した丹油を使用しまずと、しんか上下しにく 
くなったり、油タンクに巧油び残っていても炎びかご 
<なり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
火び消えた0しまず。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発せの高いをのび混入し 
たの油を使用しますと、义災の原因になります。 


万一を質好油や不純幻ミ由を使ったときの処置のしかた 


1油タンクや油受けざら内の悪し V 灯油を振き取り、度 
■ 質の打油で内部を2〜3回洗浄してから良質の巧油 
に入れ替えてくだごい。 

(悪い灯油び残っていると再発します。） 

2 14ページ [ pins しんの手入れをずるを参照し 
て、しんの先端の固くなっている部分を、ラジオペ 
ンチなどで超くつぶしてか5、しんのか6焼をクリ 
-ニングをおこなって<ださい。 

3 しんの手入れをおこなっても効果のないとをや、水 
びを量に混入している場合は、しんをおり替えてく 
ださい。 

しんのお替えは、販売店までお問い合わせくださし、。 


-お願い- 

変質打油や不純打油び原因でアフターヴービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となります。 












ま用前の準備 


給油のしかた 


• このストーブには、給油の目安を示す r 給油ヴイン」びついています。 

ス I ''ーブを使用するとさは、とさどさ給油サインを見て、灯ミ由があるかどラか確認し、灯油がな<な 
る前に給油してください。 

•油タンクに打油びあるときは、 r 給油サイン」の闻ま r 緑」ですび、巧油びかなくなると r ホ」に変わります。 
♦「給油ヴイン」の色び「ホ」になりましたら、消火して給油してくださし、。 


へ心 給ミ由は、必ず;’肖义して、ストーブのミ豆度び巧分に下がってからおこな 

A 警告赢 ! i 為りまず。 


〇 



を®ヴイン 


灯油びかな<なると 
赤色に変わります。 


A ま意 


給ミ由は、必ず火の気のないところでおこなつてください。 
义災のおそれびありまず。 


0 


撤由□□金 


ミ由タンクを取り出す。 

•ミ由タンクを取 D 出し、給油口 
口金を、左「〇」に回して取 
りはずしてください。 

•給油口 □金を取りはずす前に、 
先端の弁部を巧すと、給油口 
□金び開けやすくなります。 


迪量計を見なび6給迪 
ずる。 

• 巧販の給ミ由ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油壺計を見なび5給油してく 
だごい。（ホースび抜けないぶ 
ラにま意しなび6給油してく 
ださし、。） 

•巧油は、油壺計のほぼ上部(ち 
図の♦給油位 g ) まで給油し 
てくだ さ1ス7~ 

入れ過ざますと、あふれ出る 
ことびあ D ますので充分ま意 
してくださレ。 


-お願い- 

I 油タンクの中にある r こぼれま栓」の弁 
び、含油□の近くまで上びつていると 
きは、弁を下へ押し下げてください。 

I 油タンクの中にある r こぼれまを」は、 

給ミ由□□金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない 
で < ださい。 


給油□□金をち roj に 
回して、しっかり締める。 




こぼ〇ま栓 
、を/ 





— 

給油□□金は確実に締めて 
ください。給油ロロ金を下 
にして、油漏れがないこと 

警告 

剧きかめてください。 ■ ■ 

給油ロロ金を斜めに獅た 
りずると、簡単に給油 □□ 確認 

をびはずれて、义災の原因 
になりまず。 


〔本お用の給ミ由□□を] 



•油タンクひら油び漏れる状態 
で使用しないで < だでい。 
乂災のおそ打びあ D ます。 

•同時に多数の油タンクに給ミ由 
する場合は、類似している給 
油□口金びあじますので、間 
違えないようにしてくださし、。 
油びでな<なった D 、 故障の 
原因にな D ます。 

•巧ミ由容器のふたを、しっかり 
補めておいてくだごい。 

こぼれたむミ由はよくふ 
き取る。 

• こぼれた灯油は必ずき•れいに 
ふを取ってください。を険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にをな0ます。 

油タンクをセットずる。 

•油タンクを、本体に正しく、 
ゆつ<りとセツトして<ださ 
し、。 


-お願い- 

オート給ミ由ポンプ(自動停止装置付)を使用ずる場合 

■ 市販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれまを」と干渉して、次のような不具合状態にな 
り、正しく給ミ由でをないちのびありまず。 

〔不具合〕]スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•巧タンクに差し込むぶースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。灯油があふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上濯己の処置をしても正しく給油でをない場合は、直ち 
に給油を中止し、化の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 





使いかた 




、对震自動消义装置のセット 


>燃焼筒のセットを確認ずる 


. 点乂前の確認 



しん調節つまみを r 点火 J 
の方向へゆっくり回ず。 

• しん調節つまみの目印を r 点义」 
のち向（〇)にゆっくり売全に 
止まるまで回してくださし、。 
(しんび上びりな火します。） 

• 点火操作の途中で r ピィー」と言 
ラな輩音(メロディー音)がしま 
すび、しん調節つまみはそのま 
ま止まるまで回してくださし、。 


目印\ 
点火位置 
まで回す 


乂が着いたことを確認ずる。 

•乂び着いたことを確認したら、手をしん調節つまみか 
らゆっく 0はなして < ださし、。 

■火び着いた後もしん調節つまみを回しをったままです 
と、乾聖池の消耗が早くなります。またカーボンび付 
着して、点义しにくくなる原因になります。 

点义しにくい場合は 

• 点义プラグ付近から白煙び出て 
点乂しに<い場合は、しん調節 
つまみをかし戻してから、再び, 

「点义」の方向に、ゆっくり止ま 

るまで回ずと点火しやずくなり /lyM ^ E 

• しんにタールやカーボンが付着 ’ 

したり、点乂プラグが巧れてく 
ると、点义しにくくなりまず。 

一しんの手入れ、点火プラグの掃除をおこなってくだ 
さい。 （11.12. 14ページ参照） 

•乾電池の輩圧び不巧分で点乂しに<い場合は、新しい 
乾聖池〔単二形乾輩池4個〕をご購入のラえ交換してご 
使巧くださし、。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 军 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 

くしん調節器にセツトされている 巳^ 兰 

か、しんの上にのっていないかを 

化ず確かめてくだごい。 ^ - 


しん調節つまみを r 点火 J 
の方向へゆっくり回ず。 

しん調節つまみの目即を r 点义」の 
方向（〇)に、ゆっくり完全に止 
まるまで回してください。 


• — • ‘I 

• — _厂で WV 町 
り 1 f 

一 I 11 I I 叫 Wf 


房據 




マッチや市販の点乂用ラ S 

イターで 点义ずる。 "pi 

• ガードを開けて、燃焼筒つまみ m 

をちか左に軟かしてから、持ち 
上げ、マッチや市販の点义用ラ 
イターなどを使ってしんに火を 
覆けて < ださい。 与 

•たばこ巧のライターで点火しな 
いで <ださし、。 

•マッチで点义した場さは、マッ 
チの燃えかすをしん付近や器具 
巧に落としたり、置台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や义災①原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認する。 gs 

■火び着いたことを確認した5、 S 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 H 

動かし、燃焼筒び正し < しん調 IM 
節器にセットされているか、し 一^; 

んの上にのっていないかを必ず^ 品 

確かめてください。 ^ 

ガードを閉じてください。 

•マッチや点乂用ライターで点火 
したとをは、火び着いたことを確認した5、 
つまみをかしだけ（点火した火び消えない程 
火の方向に回してみて、引っかかりびなくス 
しんび下げられることを確認してから、をラ 
を上げて使用して < ださい。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから 、点 
始めか6や D 直して < ださい。 


•ストーブの上方や周囲、置台の上に、布類や紙やマッチなど、可燃物びなしにとを確認してください。可燃物びある 
おそれび态〇ます。 

•ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正し< しん調節器にセ 
ットされているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認してください。 


•しん調節つまみを、「燃焼 J の方向（〇)に、ゆ二 
るまで回しまずと、巧震自動消火装置び自動的に 
れます。 

•この操作をおこないますと、点义することびあ!: 


点火のしかた 


•初めてお使いになるとをは、点火後、器具に付着して 
いるほこりや油び焼けるにおいがしますが、しばらく 
お使いいただければにおいはなくな D ます。 

•点火後しばらくの間は、炎び受定せず、「ボッ、ボッ、 
ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。し 
ばらくすると炎び安定し、音びしなくなります。 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か6焼をクリ 
グ)をしたときは、給油を約15分 W 上待って、しんに巧分 
び吸い上げ5れてか6点火してください。巧分に吸い± 
ていない状態で点义しまずと、しんを傷めます。 

新しい乾覃池を入れても、おに巧れをないのにな义しに 
合は、12ぺージ r しんの修正」を参照して直してくださし， 
















巧いかた 


炎の調節のしかた 


がの調節 
おの状態 


炎の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

しん調節つまみを回してがを調節するとさは、 化めがぶ！! • のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で 
使巧してください。 


燃焼筒がホ熱して、おび燃焼茵の上部より1〜3咖立ち上る状態び良い燃焼が態で、経済的な使用方法でず。 


異 常 


正 常 


正 常 


異 常 


1〜3加 




■ 


しんの上げずざ 
(巧げ大きく傅びている） 

ずすや一酸化炭素び 
を < 発生する 


■ 

最大正常燃焼 

がの長さげ 
1 〜 3cm 


511111111 1!!1!1111 ： 5^ 

m 

最小正常燃焼 

燃焼筒全体び 
赤熱している 


山 1111111 川 "… I1U 111111 U 


5 川 !::!!!!; S 


しんの下げずぎ 
(齡焼筒が巧分に赤熱しない） 

においや一酸化炭素び 
多 < 発生する 


@巧の大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点乂を3分程で、燃焼筒び徐クに赤熱します。5分程で、燃焼筒全体びホ熱します。 

•点乂2〜3分を、がび立上がってさた時、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回動かしますと、 

炎び早く安定します。 

•がび安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃巧の状態に調節してください。 かで； 







r 火力を弱くずる場合の注意 


•火力を號< した場合でを、燃焼简全体び、充分に赤熱している状態で使用して < ださい。 

•あまり火力を弱くすると、においや一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付禮します。 

しんの高さ調節（でるでる忘）について 

炎の大ささは.使用時間の経過につれて.燃焼筒の酸化、耐熱しんの货化によってかさくなって<ることがあ0ます。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの癸化などでがび大をくならないとさは、10ページの I でる' 
でるなのがいかた] の頂を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変費灯油や不純丹油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったとをは、おび大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなときは、14ページ [ME 9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入 
れをして < ださし、。 


消乂のしかた 


通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消火位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を「消火」のち向（〇)へ「ニオイセーブ消义位苗」までゆっくり止まるまで回し 
てください。 

(速く回ずとにおいび出やすくなりまず。） —_ 

消义を確認ずる。 

•においをかなくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部残る）して消乂します。 目が / y が/— 

•しん調節つまみの目印びにオイセーブ消火位置」にあり、火び消えたことをおず確認してください。— 


[ 緊急の消义の場合 


卷緊急消义ポタンを巧ず。 ^ 

このとさ急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 . —- 

しん調節つまみび r 緊急消义位置」にあり、义び消えたことを必ず確認してください。 ス 

•緊急消义ボタンを巧してを、しんび下が6ず、消义できない場ちは、しん調節つまみを回して、しんを ) 

下げてくだをい。 - 

それでもしんび下が5ない場合は、ミ由タンクを取り出し、义びミ肖えるまで燃やしをってください。 M&I 










⑤ 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消火の都度に巧展自動消火装置を作動ごせますと、臭気び発生します。 
* ストーブを持ち運んだ0、ずらしたり、掃除するときなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消乂ボタンを押して巧麗自 
動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

■ストーブを長い間使用しないときは、巧漂自動消乂装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧霞自動消乂装置の寿命に悪影醬をあたえます。 

■ふさこぼれやすい牛乳.銅物の煮たさ(イ呆温）に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

* しんに夕ールが付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くな口、対霞自動消乂装置び作動してを 
消乂性能び营しく悪くなり、火災の原因になります。 


巧震自動 消 乂装置 __ 

•巧巧自動消义装圓ま、ストーブ本体が地恶(漂度約日 u 上)や強い振動、衝撃を受けたとき、义災などの宿;防を防ぐために自動 
のに消义させる安全装置です。 

•地霖によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油がこぼれていないかなど夏常がな 
しにとを5崔認したを、再点义してください。 


しん調節つまみを取り付ける。 

でるでるつまみを①から⑤または③にはめ替えますと、点乂の際しん調節つまみを回したときに、し 
ん調節つまみの目印の止まる位窗び、前板に書いてある r でるでるお」の⑤または⑤の位置にかねりま 
す。 


しんの高さ 


I 約10 


でるでるつまみの位！ ■ 


緊急消乂ボタンを巧ず。 

繫急消火ボタンを巧してしんを完全に下げた状態でないと、でるでるつまみを 
はめ替えることびでさません。 






しん調節つまみ引を抜く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの③又は⑤印の巧のいずれかを、固定ピンの凸部にはめ 
替える。 

①から⑤の巧へ、③から③の巧へはゅ醬えることにより、しんの高さはそれぞれ約2圆离くなり、炎 
び大をくな0ます。 

逆に、炎をかさくする場合には、③を⑤に、⑤を①にはめ替えます。 


ii 夏3 


回す替える 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの劣化などで、がび大きくならないときは、でるでるつまみ 
を操作して、しんの高ごの調節びでをます。 

/-お願し、- N 

•購入して巧ゆてお使いになるとをや、新しいしんに交換したとをなど炎び巧分に出ているときに、でるでるつまみを⑤や 
⑤にはめ智えるとおび大さくなりすざ、すすび発生することびあります。おび大さくならない時 L ソがは、でるでるつまみ 
を①で使巧してください。 

•不良な油や変質打油を使用して、しんに水や夕ールび付着したときは効果びない場合びあ口ます。その場合は14ぺージ r 保を I 
9しんの手入れをずるの頂を参照してしんの手入れをしてください。それでも良<ならない場合は、しんを交換してください。 


でるでる芯の使いかた 


消火後再点义 ずるとをのま意 _ 

お乂後、約日分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えないラちにしんを上げると、生ガスが発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 


■ しんび下び5ない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることがありまずので、14ぺージ 
日呆皆19しんの手入れをするの巧を参照してしんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してくださし、。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることがあります。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油受けざら巧の水 
の入った灯油を巧き、しん交換び必要です。 


時間にをおかない場合は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコップー杯 （20 日 m £程度)の水をかけて消火し 
て < ださい。 


使いかた 




















点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


ス I ブを消义し、本体の温度び巧分に下がってか S おこなってください。 
手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 

巧裝自動消乂装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使うたびに 


な巧窗巧 

点巧巧容 

処置方法 

ス1ブの 
周囲 

■ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんひ。 
[火がの原因にな0ます] 

•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないでください。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
0、たまったり、にじんでいませんか。 

1 [乂災の原因にな0まず] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ t 引くごみ 

油はされいにふを取ってください。 

•油タンクの給油ロロ金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、おり- 
除いてください。 

>由漏れ 

■油漏れはありませんか。 

[义災の原因にな D ます] 

•油が漏れている顯合は、すぐに使用をやゆ、お買い 
求めの販売店に修理巧頼をして<ださい。 



•欠けたり、割れた D していませんか。 
[異常燃焼の原因にな D ます] 


1箇月に1回む上 


点巧苗巧 


ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案巧 
筒下部） 


巧巧自動 
ミ肖乂装 S 


点巧。容 


•反射板や置台にほこりびたまっていまだんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入0こんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や乂災の原因にな D ます] 


>しん調節つまみを回してしんを上げてか5、匿台をゆ 
すると、巧度自動消火装置び作動し、そのとをしんび 
下び0、しん調節つまみの目印び r 緊急消义位ち」に戻 
D ますか。 

[確実に消乂することを確認] 


お買い求めの販売店にネ目談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換して<ださい。 


化运方法 


• 13、14ベージの厂揉 WT 長巧南 — 

を用しない浸客了 I か〜己广普^^;^ 

騎参照して本体を取りはず 

し、置台と油受けざ5の槪間 

(特にしん案巧筒の下部)のほ 

こり、ごみなどを取りのぞい ‘1が 

てください。輩気掃除機で吸しんお.巧回の下\ 

いおるのち効果的です。 ^ 

• しん調節つまみの目印げ「緊急消义位厦 J に戻らない 
場合は、しん、感巧部の頂の点検をしてください。 

•販売店に修理依頼をしてください。 


点巧茵巧 

点巧內容 

化面ち巧 

乾里地 

•点火プラグのスパーク音(メ□ディー音)は、「ピイー」 
と鴨0ますか。 

[乾聖池の塑圧(消耗)点検] 

•音びかすれる場合は電圧び下びっています。 

新しい乾驅池に交換して < ださい。 


燃焼筒 • 燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着してし、ま 

せんか。 

[異常燃焼の原因になりまず]_ 

しん ■しんの巧端にタールび付着して、固くなっていません 

か。 

I ★しんにタールび f 寸着していると、巧のよラな不具合 
が発生しまず。 _ 

•消义操作をしてち、しんが下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重<、スムースにでさない。 

•点火操作をしても、点火しない。 

I • 燃焼筒が赤熱しなかったり、燃焼中ににおいびする。 


感震部 • 感震部にごみの付着や請はあり & 

麵正しく側 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除を、 
されいに掃除して < ださい。 

•夕ールび付着している塌含は、14ページ り婚| 9し 
んの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこな 

が；■巧し、。 ——ぉ願ぃ- 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなっても効果のない場合は、 

おしいしんに交換してください。 I 


•ごみやほこりは、やわらかい巧でをれいにふさおつ 
てください。 

•請びを量に発生している場合は、お買い巧めの販売 
店に修理を依頼して < ださい。 


慮乂プラグ•点火プラグび、カーボンや夕ールで巧れていませんか。■点乂プラグび巧れているとさは、にぺージに従って 
•点义プラグびしんにくい込んでいませんか。 点火プラグの掃除をして<ださい。 

[点乂す良の原因になります] •点义プラグびしんにくい込んでいるとさは、12ぺ一 

ジの凸ス7の修をしてください。 
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I •か if 占巧 


II 


■■■1 

面画 

囚因 ■ 

■■■ 

■■■ 

lie 

■IBI 

■■r 


因 


製品内部を掃除する。 
(11 ページ参照）一 


しんの修正をする。 

点义プラグを掃除する。 （11 ぺージ参照） 


点火プラグび破損していないか確かめる。 
(破損している場合は販売店に連絡する） 


ショートしないよラになおす。 
不日月の時は販売店に連絡する。 


コードびはずれているときは正しく差し込む。 
. その他は販売店に連絡する。 


〇1正し < 入れ直す。 


新しい乾單池に交換する。 


給油□□金を正しいものに取り換える。 
(7 ぺージ参照） 


正常な巧油に交換する。 


しんにタールびつ<原因となるので正常な 
好油に交換する。 


が筒（ガラス）を交換する。 


しん調節器の上面に夕ールびつし、ていないか。 
又は燃焼筒下部にす堀いびないかを調べる。 


内炎筒、がお筒び変おしていないかを確かめ 
る。（変おしている場合は販売店に連絡する) 


点火してからな、ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
〇 交換する。 

U ミ由受けざ5、油タンク内の打油を正常な灯 

油に巧換する。 


しんの高さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんを下げて、炎を調節する。 


一修理を依頼される前に~ 


故障•異常の見分けちと処置 


_ 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回) _ 

• 長期間ご使用になりまずと、蝶器の点検びお蟹でず。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お賈上げ店、または、修理資棺曹 
[(財）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL . 日 3-3499-2 日 28) でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


I ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、 J 

点火プラグの輩極や5言テ部分に付着したちれを取りおいてください。 M 

I 掃除び終りました5、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付 
け、乾電池を取り付けて正常に点火するかどうか確認してください。 一 JII 

I 点义しにくかったり、点义しない場合は、 L しんの修正！をするか、をラー度 | i ^ 
されいに掃除し直してください。 \圍戸 

又、しんの手入れ(から焼をクリーニング)をおこなうと、点乂プラグに付着し ^ 

た巧れび取れやず<な0ます。 （14 ページ[11]9しんの手入れをずる参目畏） ^ 

-しんの修正- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点义プラグ近くのしんの側面を内側に、割り善などで 
軽く押さえるように撫でて、しんを整える。 

• 一度しんを下げてから‘燃焼筒をのせ、点火して< ださい。 



lifr 


しんに接絶している 
平しんから發れている 




纖;^す 


凶■の■^■国 


しんの出過ぎ。 


しんの出び少ない。 


しんに水を含んでいる。及は油受け 
ざら内に水び入っている。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 

燃- 

焼燃焼筒の変形。 

筒しん調節器と廊焼筒との間にずさ間 
びある。 


〇 I 〇 I こ 


■II 皿 


■IBIBBI 


灯油び変質している。（ミちれた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 

〇 

〇 

-1 

〇 

〇 



給油□□金び間違っている。 


乾電池び消耗している。 


正し < 入れていない。 


_ ■ 恩田田田 

■■■■1 

■□■■■■■I 


点义装置びシヨート（短繳している。 


点火プラグの霞極が正常でない。 


点义プラグがしんに < い込んでいる。 〇 
点义プラグが巧れている。 U _ 


製品内部に、ほこり、ごみびたまって n 

いる。 ___ 


この表 L が1•の不具合びあるとさは、お買上げの販売店にごネ目談ください。 


法 

方 

壓 

処 


乾輩池の消耗び激しい 
乂の回〇び遅い 


しん上下の操作び重い 


しんび下びらない 


炎びひたよる 


お手入れ.保管 




































部扇交換のしかた 


替えしん、が筒(ガラス）、燃焼商などの交換部品が必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 

部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談客'口一 お I までお問い合わせください 



しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定部品）を使用してくだをい。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故が発 
生ずるおそれびありまず。 


〇 

指示 


部品交換のとをのを意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感巧、けびなどしないよラを意しておこなってください。 

①手をやけどしないよラに.ストーブは消火し、温度び巧分下びるまで待ってくだごい。 

⑤感電しないよラに、乾電池は電池ケースからはずしてください。 

③手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

• 不完をな修理は危険でず。お買上げの販売店か、（財）日本石曲燃焼機器保守協をでおこなう技術管巧講留会修了ち(石油機器巧 
術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめしまず 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん 


トヨ耐おしん第2日種商品コード:11013907 


しんの交換方法•を意巧容は、耐熱し 
んに添付ごれている取扱説明書をお読 
みください。 


呼， 

w 


J 旧適合檢査合宿品はこの 
マークびおってあります。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示されています。 


燃焼筒の交換のしかた 


「燃巧窗 ] 商品コード: iiisigos ] •燃焼筒の内炎筒•外炎筒などび変形した場合や、が茵（ガラス）び割れたりした場合は、お 
' -^- * 買 上げの販売店、または、別紙の r お 客 读相敎 窓口一 S 1 までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた 


点义プラグを交換ずるとをは、お買上げの販売店または、別紙の r お客凉相鼓窓己- ■ un までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ページ 庇巧あを敢り巧け る 1 を参照して、必ず4個とも市版の新しい乾巧池〔単二お乾巧地〕にな換してください。 
•取りはずしたちい乾單池は、表示してある使用推奨期限巧は、逗池能力び残っていれば f 也の裝品に使用できますので、再利用 
されることをおずすめします。 


保管（長期間使用しない場合) 


1油タンク內の灯油を巧き取る。 

I ストーブか5油タンクを取り出し、巿版の給油ポンプ 
(手動式)で、油タンク巧の灯油を巧き取ってくだごい。 
•わずかに残ったの油は、油タンクに給油口□金を取り 
付け、油受けを本体の中から取り出して給油ロロ金に 
押し当て、油タンクを上下にゆすって抜いてくださし、。 



3 緊急消乂ボタンを押して、消火装置を作動させてか6、 
ガードを開いて、燃焼筒を取 D 出して<ださい。 




4「しん調節つまみ J を引き抜いてください。 















5 本体の両側面と背面にある止めねじ 3 本を、取りはずし 
てくだごい。本体を前ちに傾けなびら、ゆっくりと上で 
に持ち上げて取 D はずして < ださし、。 


R 油受けざ5巧の巧油を抜さ取る。 

k 油受けを取口出してから、油受け 
ざら内の打油を巧販の給油ポンプ 
(手動式)で抜き取ってください。 

•油タンク、油受けざ5に水やご 
みび残ったまま保管すると、插 
や巧あさの原因にな0ます。を 
れいな巧;'由でずすぎ洗いをして 
ください。残ったな油は、巧切 
れなどで版い取って < ださい。 

フ本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

8巧油を抜いた油タンクを本体にセットしまず。 

g しんの手入れをずる。（か5焼きクリー ニ ング） 
f -お願い- N 

• しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
くだをい。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなって < ださい。 


• しんの先端び固<なつている時 
は、ラジオペンチなどで固し、部 
分を軽<つぶしてか6おこなつ 
て < ださし、。 

①通常の点乂操作をして、正しく 
燃焼ごせて < ださし、。 

⑤火力びルさ<なつた5、しんを 
一杯に上げて自然に消乂するま 
で燃やしさって < ださし、。 


10電池ヶースか5乾電池を取りはずず。 

( -お願い- 

•乾電池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 
-ブを腐食させることびありまず。 


11対震自動消乂装置を作動させる。 

巧誤自動消义装置を作動させ、しんを下げた状おにして 
<ださし)。 

12点検、掃除をずる。_ 

①り、12ぺージの r 点巧•を入れの しかた I の項目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をしてくださし、。 

⑤ストーブのさ部品は、よく掃除して、いたんでいるも 
のは新しいをのに交換してください。 

⑤ストーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取0除いてください。 

13収納ずる。 

Ik 包装箱に入れて、湿気の少ない場巧にお管してください。 
r 取扱説明ま J や r 保証ま」をちれずに大切に巧管してくだ 
さぃ。 

f -お願い- S 

•高温を湿、直射曰ホの当たる場所には、保管しないで 
<ださい。 

錯び出た D 、 樹脂部品がをおする原因になりまず。 

•油タンクは幻ミ由を巧を、本体にセットして保管して< 
ださい。 


•なミ由は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにして < ださい。 

•取 D はずした乾電池は、表示してある使用推奨期限內は單 
池能力びのこっていれば他の製品に使用でさますので、再 
利用されることをおすすめします。 


お 

手 

入 

れ 


廃棄ずるとき 






13〜14ページの I お宮(長期間を巧しなし、場合） I の1〜6頂を参照して、油タンク、油受けざら内の灯油を抜きおり、電池ケースか 
ら乾電池を取りはずして廃棄して<ださい。 


仕様 



RS - D 308 ET 

自が通気形開放式石油ストーブ 
しん式•放射お 


電池点乂〔単二形乾電池4個•別売〕 


灯油 （ J 旧1号） 


0.292 L/h 
3.01 kW 


4.0 L 


約13.日時 i 


外形す法 
(置台を含む) 



454,5 mm 


562 mm 



巧径 


厚さ 1 


吸上量 I 


SI 


卜3 耐熱しん第2日種 
8已 mm 


2.5 mm 


200% 


巧巧自動消火装置（しん 




















アフターサービス 


保証について 


•添付しておりまず保証害は販売店で戸斤定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載巧容をご確認のうえ大 
切に巧管してください。 

★保証期間は、お買上げの曰より1年間でず。 

f -お願い- N 

つ ざのよラな原因による故障および事故に つ さましては、保詔の巧象とな0ませんのでごを意<ださい。 

(1) 変質打油や不純な巧など、また打ミ由 iU がの燃料を使用したための故障や事な。 

(2) ほこりや巧むなど、手入れのゆさとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品] - U がのをのを使用したり、しんにタールびイ寸着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん)の故障。 

(5) この取扱説明書や、ま意書、ラベル類による指示、を険■警告•ま意•お願い事項び守6れず、誤った使い方をされた 
場合の故障や事な。 

• その他詳細の保記内容については、保卽書の記載内容をご寛くださし、。 


修埋を依頼ずるとを 


•「故障•異常の見分け方と赃置ち法」 （12 ページ)に従って、お調べください。 

直らないときは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい内容は次の通0です。 

①品を’’•石油ストーブ(自然通気お開な式石油ストープ） 

③型式の呼び… RS - D 3 日日 ET 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，單話番号 

•修理に際しましては、保班雲をご提示ください。イ呆班害の規定になって、販売店び修理させていただきます。 
•イ呆班期間び過ざていてを、修理すれば使用でさる場合には、ご巧望にぶ D 有料で修理ごせていたださます。 
•修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで構成さむています。 


» 

A ま意 

惶理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、堪池ケースか6乾恶池を取りはずして、 

、 

A 

油タンクを抜き、油受けざ5のな油を必ず巧いてください。 

運搬の途中にロミ巧げこぼれ、周囲を巧ずおそれがありまず。 

指示 

• 



補修用性能部品について 


•石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切りを6年です。 
•補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


消舞•劣化ずる部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスが必要な部品…しん、□金、ミ由受け、点义ヒーター 
■巧質灯ミ占、不純な油の使用で劣化しやずい部品…しん、点义ヒーター 


故障•修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない場さは、お買上げの販壳店、または、をよりの雨客徐旧設お □— 巧 I 巧り紙参照)までお 
問い合わせ < ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

RS - D 308 ET 

お買上げ年月日 

年月 曰 

お買上ば店を 

(電話番号 ）（ ） 一 

___ • ) 


株式会ネ ±1^3 トミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町已番] 7号 
干4巨 7—0 吕已曰 TEL く0百2>822—]144 
FAX <052)822-2742 







